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若狭牛の低コスト肥育技術の確立（第 1報） 

    

田賀千尋・川森庸博 

  

 

要 約 枝肉重量および肉質を維持しつつ肥育期間を短縮することを目的に，黒毛和種

肥育牛に特定のアミノ酸を給与することが体重や胸最長筋面積に及ぼす影響について調

査を行った。本報では牛の血漿中遊離アミノ酸の日内変動に関する調査および血漿中遊

離アミノ酸の分析手法に関する調査について報告する。黒毛和種去勢牛の血漿中遊離ア

ミノ酸濃度について，午前 8時半から午後5時半まで大きな日内変動は見られなかった。

また，採血管は EDTA-2K 加真空採血管を，除タンパク剤には 6%スルホサリチル酸を用

いたときのサンプルが最も高い遊離アミノ酸の値を示した。これらの結果から，以降の

調査では配合飼料給与前後 2時間以内に EDTA-2K加真空採血管を用いて得た血漿を 6%

スルホサリチル酸で除タンパクし，分析に供することとした。 

キーワード：黒毛和種，肥育期間短縮，血漿中遊離アミノ酸 

 

 

諸  言 

 

 環太平洋パートナーシップに関する包括的及

び先進的な協定（CPTPP）等の自由貿易網の拡

大，輸入国の作況や貿易紛争の余波に伴う穀物

国際価格の変動等，和牛肥育経営の不安要素が

多くあることから，和牛生産の競争力強化のた

め，枝肉重量と肉質の変化に留意しながら肥育

期間を短縮する効率的な生産構造への転換が必

要とされている 2）。 

また，2015 年の家畜改良増殖目標では，2025

年までに黒毛和種の出荷月齢を 29 カ月齢から

24～26 カ月齢まで短縮することを目標として

いる 8）。 

 肥育期間を短縮することで飼料費の削減や牛

舎の回転率向上を図ることができる一方で，枝

肉重量の減少や肉質の低下に伴う枝肉販売価格

の低下が懸念される。黒毛和種去勢牛の肥育期

間短縮について，肥育前期の濃厚飼料給与量を

増やすことで，出荷月齢を 30 カ月齢から 3 カ月

早めても同等の肉質と肉量を確保できると報告

されている 6）。本県においても，黒毛和種雌牛

の肥育試験において，肥育飼料への切替開始時

期を 2 カ月早め，肥育前期の濃厚飼料給与量を

増やし，本県平均出荷月齢の 28 カ月齢から 3

カ月早い 25 カ月齢での出荷を行った 14）。しか

し枝肉重量については 28 カ月齢出荷と比べて

小さくなる傾向が見られ，脂肪交雑については

有意に低くなった。 

 交雑種去勢牛においてバイパスタンパク質に

増体改善効果があることが報告されている 12）。

また，黒毛和種去勢牛においても，肥育前期に

バイパスタンパク質を補給することで，6 カ月

齢で肥育を開始し，24 カ月齢で出荷したときの

肥育成績が向上する可能性が示唆されている 1）。

一方で，肉用牛では飼料の摂取量と飼料エネル

ギーの利用効率を最大にするためには飼料中粗

タンパク質（CP）含量は 12％前後が最適であり，

タンパク質の過剰給与は，第一胃内アンモニア

濃度および血中尿素態窒素（BUN）の上昇を引

き起こすことが知られている 10）。これは牛に悪

影響を及ぼす 10）13）だけではなく，家畜排せつ

物による環境汚染の増大という点からも問題と

なる 16）。 

 タンパク質は約 20 種類のアミノ酸から構成

されており，これらのアミノ酸は牛の体内で合

成される非必須アミノ酸と，飼料や第一胃内微

生物から供給されなければならない必須アミノ
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酸がある 10）。タンパク質を有効利用するには，

アミノ酸の要求量を求め，アミノ酸の不足をな

くすことが重要である。反芻家畜については，

発育の際に不足しがちなアミノ酸としてメチオ

ニン，リジン，イソロイシンなどがあげられて

おり 10），肉用交雑種においてメチオニンやリジ

ンが発育に効果があることが報告されている 7）

15）。しかし黒毛和種肥育牛においてアミノ酸給

与が肥育成績に及ぼす報告は少ない。そこで，

枝肉重量および肉質を維持しつつ肥育期間を短

縮することを目的に，黒毛和種肥育牛に不足す

るアミノ酸を給与することが体重や胸最長筋面

積に及ぼす影響を調査することとした。本試験

では，黒毛和種去勢牛を毎月採血し，月齢に伴

う血漿中遊離アミノ酸を測定する。本報では，

牛の血漿中遊離アミノ酸の日内変動に関する予

備調査および血漿中遊離アミノ酸の分析手法に

関する予備調査について報告する。 

 

材料および方法 

 

１ 血漿中遊離アミノ酸の日内変動 

 31 カ月齢の黒毛和種去勢牛 2 頭について，午

前 8時半から午後 5時半まで 1 時間おきに計 10

回採血を行った。採血時はロープで保定し，採

血時以外は自由行動とさせた。粗飼料として稲

わらを午前 9 時および午後 3 時に給与した。濃

厚飼料は CP 13%，可消化養分総量（TDN）75%

の自家配合飼料を午前 10時および午後 4時に給

与した。 

 採血は頸静脈からヘパリンリチウム加真空採

血管（ベノジェクト II 真空採血管，テルモ株式

会社，東京）を用い，遠心分離（3,000rpm，4℃，

15 分）によって血漿を採取した。得られた血漿

に同量の 10%トリクロロ酢酸（TCA）を加えて

除タンパクした。遠心分離（3,000rpm，4℃，30

分）を行った後，ディスクフィルター（Millex-LH 

0.45µm 25mm，Merck Millipore Ltd.， アイルラ

ンド）を用いて濾過した。ろ液を pH2.2 クエン

酸リチウム緩衝液で希釈したものを，アミノ酸

分析 HPLC システム（島津製作所，京都）を用

いてポストカラム蛍光誘導体化検出法により分

析した。測定項目はメチオニン（Met），リジン

（Lys），スレオニン（Thr），ヒスチジン（His），

フェニルアラニン（Phe），バリン（Val），イソ

ロイシン（Ile），ロイシン（Leu），グリシン（Gly），

アラニン（Ala），アスパラギン（Asn），アスパ

ラギン酸（Asp），グルタミン（Gln），グルタミ

ン酸（Glu），セリン（Ser），アルギニン（Arg），

プロリン（Pro）およびチロシン（Tyr）とした。 

 

２ 血漿中遊離アミノ酸分析用サンプルの採血

管の種類および調製時の除タンパク方法 

 10 カ月齢の黒毛和種去勢牛 1 頭について，飼

料給与 1 時間後に採血を行った。採血はヘパリ

ンリチウム加真空採血管（ベノジェクト II 真空

採血管，テルモ株式会社，東京）および EDTA-2K

加真空採血管（ベノジェクト II 真空採血管，テ

ルモ株式会社，東京）を用い，遠心分離（3,000rpm，

4℃，15 分）によって血漿を採取した。各採血

管から得られた血漿をそれぞれ 2 本の試験管に

入れ，2本のうち 1本に同量の 10% TCAを加え，

もう 1 本に同量の 6% スルホサリチル酸（SSA）

を加え，除タンパクした。遠心分離（3,000rpm，

4℃，30 分）を行ったあと，ディスクフィルタ

ー（Millex-LH 0.45µm 25mm，Merck Millipore Ltd. 

アイルランド）を用いて濾過した。ろ液を pH2.2

クエン酸リチウム緩衝液で希釈したものを，島

津製作所のアミノ酸分析 HPLC システムを用い

てポストカラム蛍光誘導体化検出法により分析

した。分析項目は Met，Lys，Thr，His，Phe，

Val，Ile，Leu，Gly，Ala，Asn，Asp，Gln，Glu，

Ser，Arg，Pro，Tyr，トリプトファン（Trp）と

した。 

 

結  果 

 

１ 血漿中遊離アミノ酸の日内変動 

 ほぼすべての血漿中遊離アミノ酸について，

午前 8時半から午前 10時半にかけて増加傾向が

みられた（図１）。その後わずかに減少している

ものの，大きな変化は見られなかった。午後 4

時の配合飼料給与後に再び増加傾向がみられた。

Arg について，他のアミノ酸と同様に，午前 10



福井県畜産試験場研究報告第 33号(2020) 

- 19 - 

 

時の配合飼料給与前まで増加傾向を示したもの

の，給与後は午後 2 時半まで減少し，その後増

加傾向を示した。 

 

２ 血漿中遊離アミノ酸分析用サンプルの採血

管の種類および調製時の除タンパク方法 

 すべての血漿中遊離アミノ酸について，

EDTA-2K 加真空採血管で採血したサンプルの

方がヘパリンリチウム加採血管で採血したもの

よりも高い値が得られた（表１）。除タンパクの

方法については，SSA の方が TCA よりも高い

値となった。 

 

考  察 

 

 飼料給与開始前の午前 8 時半から飼料給与後

の 10 時半にかけて見られた血漿中遊離アミノ

酸の増加傾向は飼料摂取に伴う変動であると考

えられる。Arg は尿素回路に関連していること

が知られており，尿素が合成される際に Arg が

消費される 4）5）。アンモニアは飼料摂取後に増

加する 11）ことから，今回の調査において飼料

摂取後に Arg が減少傾向を示したと考えられた。

いずれの変動も有意な差は認められなかったこ

とから，血漿中アミノ酸濃度に日内変動はない

と判断した。しかし今回調査した供試牛は，配

合飼料が飽食状態の肥育牛であったために大き

な変動が見られなかった可能性がある。よって

調査条件を揃えるため，以降の調査の採血時間

を配合飼料給与前後 2 時間以内に行うこととし

た。 

 ヒトの血漿中遊離アミノ酸濃度の測定方法と

して，採血時に EDTA-2Na 採血管もしくは

EDTA-2K 採血管を用い，ポストカラム誘導体化

を原理としたアミノ酸分析計で分析する場合は

TCA もしくは SSA を用いて除タンパクを実施

することとされている 9）。牛の精漿中アミノ酸

濃度分析時の除タンパク方法について，ピクリ

ン酸あるいは SSA を使用したところ，SSA の方

が正しい結果が得られるという報告がある 3）。

本試験においても EDTA-2K 加真空採血管を用

いて得た血漿を SSA で除タンパクしたサンプ

ルが最も高いアミノ酸の値を示した。このこと

から，以降の血漿中アミノ酸濃度分析時の採血

には EDTA-2K 加真空採血管を，除タンパクに

は SSA を用いることとした。 
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Low cost producing system of Wakasa-gyu, Japanese black, by shortening the fatting period 

（the 1st report） 

 

 

Chihiro TAGA and Nobuhiro KAWAMORI 

Fukui Prefectural Livestock Experiment Station 

 

 

Abstract 

 

 Reduction in the cost of producing Wakasa-gyu, Japanese Black brand in Fukui, by shortening fatting period was 

needed to compete against imported beef and other Japanese Black beef brand, nevertheless shortening the fattion 

period might cause a carcass weight to decrease and a beef quality to lower. The influences of feeding rumen 

protected amino acid on weights and M.longissimus thoracis cross-sectional area of Japanese Black were examined in 

order to shorten the fatting period while keeping valuable size and quality of beef. As the first report of this 

examination, the results of the experiments about the fluctuation of the free amino acid concentrations in bovine 

plasma within a day and about the methods of preparing plasma samples for amino acid analysis would be discussed 

in this paper. There was no significant fluctuation in amino acid concentration in bovine plasma from 8.30 to 17.30. 

The plasma sample collected by an EDTA-2K vacuum blood-collecting tube and prepared using 6% sulfosalicylic 

acid yielded the highest concentrations of free amino acids. Blood samples would be taken from Japanese Black 

within 2 hours they fed using EDTA-2K vacuum blood-collecting tubes and prepared by 6% sulfosalicylic acid in 

posterior research. 

 

Keyword: Japanese Black, shortening the fatting period, plasma free amino acid 


